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論文内容の要旨

[目的]

抗利尿ホルモン (ADH) は視床下部神経分泌細胞で産生され脳下垂体後葉から血中に放出される。

血中ADH濃度は血圧，体液浸透圧の他に環境温および視床下部温の変化によって著明な影響を受ける

ことが知られている。しかしその神経機構は未だ明らかではない。

本研究の目的は視床下部温が視索上核神経分泌細胞の電気的活動にどの様な影響をおよぼすか明らか

にすることである。

[方法]

ウレタン・クロラロースで麻酔したウィスター系雄ラット 25匹を実験に用いた。視床下部温度刺激用

の熱極と熱電対を右側視床下部，刺激電極を脳下垂体後葉に配置した。動脈血圧および直腸温は常時計

測した。ガラス微少電極によって細胞外単一放電活動を記録し，脳下垂体後葉の電気刺激に対する逆行

性放電によって神経分泌細胞の同定を行った。視床下部温は36-38
0

Cに保ち，神経分泌細胞と同定され

たものについてのみ温度刺激 (33-42
0

C) の効果を調べた。視床下部温，動脈血圧および放電頻度はペ

ン書きレコーダーに記録した。記録後電極先端より色素を流し組織学的に記録部位を確認した。

[成績]

87個の神経分泌細胞について温度反応'性を調べた。このうち65個 (75%) が視床下部温度刺激に反応

した。これらの細胞は反応様式によって 2 群に分けられた。第 1 群の細胞 (30個)の放電頻度は温度の

絶対値に依存し， 360C以下で最小値， 390C以上で最大値をとった。第 2 群の細胞 (35個)は温度の上昇

期に活動が一過性に低下し，温度の下降期に一過性に増加した。しかし温度をいくつかの段階で一定に
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保った時の放電頻度は温度の絶対値に依存し，第 1 群と同様36
0

C以下で最小値39
0

C以上で最大値をとっ

fこ O

視索上核にはADH分泌細胞の他に Oxytocin分泌細胞が存在するが， ADH分泌細胞は間欠的なパー

スト状自発放電を特徴とする。今回記録したパースト状放電をする細胞はすべて温度刺激に反応した。

視床下部温度刺激によって動脈血圧の変動 (<20凹Hg) がしばしば起こった。神経分泌細胞の反応

が血圧変化を介した間接的なものであるか否かを検討するために， 52細胞について血圧と放電頻度の対

応関係を調べた。このうち 14細胞で血圧が変化しないにもかかわらず放電頻度が変化した。 38細胞では

両者が同時に変化した。

[総括]

1. 視索上核の神経分泌細胞は高率に視床下部温度刺激に反応するO

2. これらの細胞は高温域で活動を増加させ，低温域で活動を減少させる。

3. これらの反応のうち少なくとも一部は血圧変化を介したものではない。

4. 今回明らかとなった神経分泌細胞の温度反応性が，温熱性刺激による血中ADH変動の機構の一部

と考えられる。

論文の審査結果の要旨

視床下部には多くの機能が集約されているが，本論文は体温調節系と体液調節系の脳内連関機構の解

明を試みたものである。

視索上核神経分泌細胞の多くは視束前野・前視床下部の局所的温度刺激に反応してその放電頻度を変

化させる。その反応の少なくとも一部は血液の浸透圧や循環動態の変化がおこる前に，加温によって分

泌細胞の活動が促進するものであることを示した。

この知見は体温上昇時に蒸発による水分損失に先立つて体液保持機構が発動することを意味し，生体

における前向き制御の存在を示唆するものである。
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